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令和２年９月４日  

葉っぱで学ぶ ⽣物の分類 

文京区立第六中学校 川島 紀子  

 

１ はじめに 

 来年度から中学校学習指導要領の完全実施が始まる。「生命」を柱とする領域における

大きな改定は、１年「分類」と３年「遺伝と進化」の学習である。特に１年の「分類」の

学習指導は指導者自身の発想の大きな転換が必要である。これからの生物の分類の指導の

あり方について様々模索を続けてきたが、分類の対象となる生物をどのように取り上げる

かが鍵になるだろう。 

（１）教員が予め生物カードを準備する場合：理科の教員はやはり従前の分類のイメージ

が残っているので、すっきりとできる生物の種類を選択してしまう。 

（２）生徒が思いつく生物を取り上げる場合：思いつく生物を挙げ、分類の学習が展開さ

れるときには学習活動が即時的な展開になるので、例えば、付箋に生物名を書き出

して付箋を分類する等、生物の文字情報を操作することになる。 

（３）身近な生物を取り上げる場合：身近な生物、動植物・動物園・水族館などで飼育さ

れている生物等を取り上げる場合、その生物をよく知っている生徒と知らない生徒

の間に知識量の差があるので、学習に温度差ができてしまう。できれば皆があまり

知らないものの方が良いのではないかと感じたことが度々あった。 

 

このような懸念事項を払拭したのが、「生徒が集めた葉っぱ教材」。アサリ会＆TSC で 

得た助言をヒントに、学習活動を展開してみたので報告する。 

 

２ 授業計画 

 ２時間で学校内にある葉を使ったの分類の学習が完結する学習計画を立て，実施した。 

 

【第１時】 

① 生徒が学校敷地内で約 20 種類の葉を採取して集める。 

② 採取してきた葉を並べて番号をつける。 

③ それぞれの葉の特徴を観察する。 

④ 葉を紙上で操作しながら分類する。 

⑤ 分類した結果を葉の番号と共に図や表にして表す。これを「Ａパターン」とする。 

 

【第２時】 

⑥ 分類したＡパターンの表をそれぞれ生徒の机上に置かせ,自分で採取した葉を持ち，

他の生徒の机を回って分類の図に当てはめてみる。同じ葉でも，分類の観点や基準の違

い，分け方の違いにより様々な分類の結果になることや分類の観点の曖昧さに気付かせ

る。そして，Ａパターンの分類で見いだした観点の改善点について，対話的な学びを通

して考えさせる。 
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⑦ ⑥での検討を踏まえ，Ａパターンとは異なる観点や基準で分類を新たに行い，分類し

た結果を図や表に表して「Ｂパターン」とする。 ＡパターンとＢパターンとを比較す

ることで，分類の観点や基準により分類の結果が変わることが実感でき，分類の観点が

改善されると分類した結果がより明確になることがわかる。 

⑧ 授業者が事前に用意しておいた未知の植物の「葉っぱカード」を配る。生徒自身が考

えた分類の図や表のどこに未知の植物の葉が分けられるのかを考える。 

⑨ 学習の過程を振り返る。 

 

３ 分類する教材の採取 
 文京六中は校庭が人工芝の学校で、植栽されている植物も目立ったものが無い。しか

し、改めて校内の植物を見てまわると，野草も含めていろいろあるものだと気付かされ

た。１クラスは集める葉の大きさを限定せずに生徒に集めさせたところ，学校内にある大

きな葉を採取する生徒が多く，教室で分類する操作をする段階で，形や特徴をかえって比

較しにくいことがわかった。他の２クラスは，全ての葉が A3 版の用紙に貼れる大きさの

ものにするようにと指示した。 

生徒に集めさせてみると意外と種類の違うものを採取できていた。生徒には 15分間で

20 種類の葉を採取をするように指示した。また，皮膚のかぶれ等をする可能性があるこ

とや，害虫がいる可能性についても注意喚起を行い，生徒による葉っぱ集めを行った。 

 

  

  

 

 

 以下，同一クラス内の８人の生徒のプリントを紹介する。 
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４ 分類の学習の流れ 
（１）自分で分ける基準を決めて仲間わけをするよう指示した（A パターン）。 

 

 

 

⽣徒１ 

⽣徒２ 
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⽣徒３ 
 

⽣徒４ 
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⽣徒５ 

⽣徒６ 
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（２）他の人のわけ方を見る。その際、自分の葉を持っていき、他人の分け方に当ては

める。分ける基準の多様さや、曖昧さに気付く。気付きを共有する。 

 

⽣徒７ 

⽣徒８ 
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（３）もう一度、自分の葉で A パターンとは違う分け方をする（B パターン）。 

 

 

⽣徒１ 

⽣徒２ 
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⽣徒３ 

⽣徒４ 
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⽣徒５ 

⽣徒６ 
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⽣徒７ 

⽣徒８ 
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（４）２つのパターンの分け方を葉なしの図で表す 

 

 

⽣徒１ 
 

⽣徒２ 
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⽣徒３ 
 

⽣徒４ 
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⽣徒５ 

⽣徒６ 
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※生徒１～生徒８の番号のプリントは，それぞれ対応する同一の生徒の記載である。 

⽣徒７ 

⽣徒８ 
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（５）分類した結果、分類の良いところ、改善した方が良いところを自己分析する。他の

人の分類の観点や基準で参考になったところを書き出す。より確実な分類をするた

めには、どのようなことに気を付けたら良いかを考える。 

 

（６）未知の葉（予め採取してラミネートした「森の葉」）を分類の結果に当てはめる。 

   自分の分類の仕方で本当に仲間分けができるのか，妥当性を検討することになる。 

 

 

 （７）生物を分類することの意味を考える。気付いたことや考えたことを書き、学習を

振り返る。 
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５ 授業実践のまとめ 葉っぱで分類する利点 
 ・生徒が考えた分ける観点や基準にいろいろな考えが出てきた点。 

  葉は身近なので，試行錯誤がしやすい（表１参照） ※定例会後にまとめ直しました。 

・実物の生物の体（葉）で分類の操作できる点が良い。実物を見ながら分類ができる。 

 ・他人の分類の観点と比較しやすい。 

 ・手軽さ。生徒の机１台の中でできる（分類するものが 20 種類でも可能である）。 

 ・次の学習である植物の分類につながる（双子葉類と単子葉類）。 

 ・学校の植物の多様性を実感できる。 

 

表１ 生徒が考えた観点と基準 

観 点 基 準 

葉の大きさ 

○cm 以上 ○番の葉より大きいか 指の第一関節より大きい
か小さいか 

消しゴムより大きいか
小さいか 

10cm2以上か 10cm 以上、5cm 以上、1cm
以上の区切りで分けた 

5 番の葉より大きく、
11 番の葉より小さいか 

葉の縦と横の幅の一番長
いところを掛け算したと
き、18cm2より大きいか
小さいか 

面積を求めて順位を出
し、１〜３番目、４〜７
番目、８〜11 番目の区切
りにした 

葉の形 

葉の縦と横の比 縦長か横長か 細長いか 

丸みがあるか角張って
いるか 

糸のように細いか 丸っぽいか細長いか 

葉の縦と横の比が２：
１より縦が長い比にな
っているかどうか 

長さは 5cm 以上で幅は
2.5cm 以上 

９番の葉より細く 20 番の
葉より長いか 

葉が切れていたり欠け
ていたりするか 

葉の縦と横の比が 
≧５:１，４＞３：１， 
２≦：１ 

葉が何枚かに分かれてい
るか、１枚か 

葉の先のようす 

葉の先がとがっているか 葉の先が分かれているか ジグザグがあるかないか 

２つ以上に分かれてい

るかいないか 

先が丸いか、下が丸いか 上か下が丸いか、とがっ

ているか 

１枚の葉を基準にして、それより丸いか細長いか 

葉の色 

葉の色の濃さ 葉の裏の色 色の鮮やかさ 

緑色が単色か、何色か

になっているか 

赤いか緑色か 変色しているか変色して

いないか 

２番の葉と比べて緑色の感じが明るいか暗いか 

葉柄の色 緑か茶色か 緑か赤か  

葉の周りの形 
葉の輪かくの形 

葉のふちがギザギザし
ているか 

切れ込みがあるかないか まわりがトゲトゲしてい
るか 

葉の表面のようす 
表面がツルツルか 触り心地がツルツルかザ

ラザラか 
葉の外側がデコボコして
いるかどうか 

葉の柔らかさ 
葉が硬いか柔らかいか ちぎれるか 葉の表面が硬いか柔らか

いか 

葉脈のようす 

葉脈の本数 葉脈がばらついているか 葉脈の向き 

網状脈か並行脈か 紙を乗せたとき筋がはっ
きり見えるか見えないか 

葉脈が見てすぐにわかる
ほどはっきりしているか 

葉の中央にある葉脈の
本数が１本か２本か 

葉脈が縦に伸びているか
斜めに伸びているか 

葉脈が１ヶ所から分かれ
ているか何ヶ所から分か

れているか 

木か草か 茎が緑か茶色か 茎があるか無いか  

葉が落ちるようす 葉を落としたときまっすぐ落ちていくか、ひらひら落ちていくか 
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６ おわりに  
 実際に授業を行ってみると，予想以上に生徒が面白がって分類を行っていた。動植物の

詳しさなど小学校までの知識量の差に関係なく学習が展開できる点が一番良いと感じた。

葉の採集場面は中学校入学直後の学習としても校舎の外の学校探検のような形になり，時

間を制限しながら集中して採取を行うのは良いのではないかと感じた。当初，森で採取し

た葉をラミネートしたもので分類の学習を行う予定でいたが，本会で「生徒が葉を採取し

て分類をすると良いですよ」とヒントを頂くことができ，生徒自身が採取した葉を用いる

ことで，自分事になる学習になったような気がする。当初準備したラミネートした葉は最

後の分類の妥当性の検討で用いた。これもまた面白い展開にすることができたのではない

かと感じている。 

 私自身がずっと悩んできた新しい分類の授業に近づいてきた気がした。 

 

７ この実践で参考になる書籍   
 「葉っぱはなぜこんな形なのか？ 植物の生きる戦略と森の生態系を考える」 

 林 将之著，株式会社 講談社（2019） 

 

「丸い葉、切れ込みのある葉、はね状の葉…。どう

してこんなに多様な形があるのでしょう？花の色も

さまざまですが、それはなぜでしょう？これらはす

べて植物の「生きる戦略」に関わっているのです。

そして、自然界には、人にはわかりにくい事象が満

ちています。植物たちの生き方について、さらには

虫や動物を含めた生態系についてまで、謎を解いて

いきましょう。（内扉より）」 

第一章 樹木図鑑を作るわけ 

第二章 葉の形の意味を考える 

第三章 植物と動物の絶妙な関係 

第四章 人間は自然の中か外か 

 

 植物に関する出版物の中では、久しぶりにこういう本に出会ったなというぐらいの面白
さを感じられる本です。葉の役割は太陽の光を浴びて光合成を行うこと。生きるための栄

養を得るために、いかに光合成を行うかという戦略や適性を表した形になっているという
視点で、葉の形の意味を分析しています。 

著書の中に葉っぱの形を仕事観に例えて表現している次のような頁があります。 

想像してください。あなたは木です。これから葉っぱをつけます。 
どんな形の葉っぱをつけますか？ 

選択肢：「ギザギザの葉」「なめらかな葉」「切れ込んだ葉」「大きな葉」 
「はね形の葉」「針やウロコ状の葉」 

 
次の頁にいくと結果が出ており、「メリハリ型」「世渡り上手型」「効率重視型」「大

器晩成型」「破天荒型」「専門職人型」と判定されます。 
この例えがその後の頁で説明される植物の生存戦略と見事にマッチしていて、なるほど

と唸りました。分かりやすいです。このような例えを授業の終末にもってきて、生物の形
が持つ意味について考えるのも楽しいかもしれません。ちなみに私は「効率重視型」。 

息子は「大器晩成型」でした。『結構当たっているかも』と思ったりもしました。 


